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こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の
5050
年
を
見
据
え
て

年
を
見
据
え
て

　
こ
れ
か
ら
の
50
年
を
見
据
え
て
、
４
月
19
日
に
、
大
木
町
は

西
松
建
設
株
式
会
社（
※
）と
「
脱
炭
素
の
社
会
実
現
に
向
け
た
包

括
連
携
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
両
者
で
連
携

し
な
が
ら
「
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

西
松
建
設
株
式
会
社
が
自
治
体
と
こ
の
よ
う
な
協
定
を
締
結
す

る
の
は
大
木
町
が
初
め
て
で
す
。

事
業
の
効
果

具
体
的
に
は
何
を
す
る
の
？

(1) 

公
共
施
設
で
使
用
す
る
電
力　
　

を
再
エ
ネ
１
０
０
％
に

　
公
共
施
設
で
使
う
電
力
の
50
％

強
の
電
力
を
本
事
業
で
賄
い
、
残

り
の
電
力
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
電
力
を
購
入
す
る
こ

と
で
、
公
共
施
設
で
の
使
用
電
力

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
全
て

賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(2) 

災
害
時
の
非
常
用
電
源

　
災
害
時
に
、
避
難
所
な
ど
で
必

要
な
電
力
の
約
２
日
分
を
蓄
電
池

か
ら
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
共
同
で
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ

Ｃ
）
を
設
立
し
、
役
場
周
辺
の
駐

車
場
な
ど
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、
自
前
の
電
線
や
蓄
電
池
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施

設
の
電
力
を
自
前
で
供
給
す
る
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
構
築
し
ま

す
。
来
年
12
月
の
運
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

(3) 

経
済
効
果

　
地
域
で
生
み
出
し
た
電
力
（
資

源
）
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ

と
で
、
地
域
外
に
出
て
い
た
資
金

を
中
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
新
規
事
業
創
出
に
よ

る
、
新
た
な
雇
用
拡
大
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
太
陽
光
の
導
入
や
、
各
家
庭
で

の
省
エ
ネ
、
ご
み
の
分
別
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
環
境
を
守
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
こ
と
か

ら
大
き
な
こ
と
ま
で
様
々
で
す

が
、
日
頃
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
」
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

※
西
松
建
設
株
式
会
社
…
大
型
土
木
工

事
・
建
築
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
大

手
総
合
建
設
業
者

2050 年温室
効果ガス排出量
実質ゼロへ向け
たロードマップ
HPQR コード


